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難しい幼児曲を弾きやすくする編曲法
益　子　州出男１
はじめに
　幼児曲を弾くにあたって、作曲者の思いが込められた原曲のままで弾く
のが一番である。しかし、本大学生のピアノのレベルを調べみても、大学
に入るまでピアノにさわった事もない学生から10年以上レッスン受けてい
る学生まで色々なレベルである。
　行事の歌や季節の歌等ではどうしても子供たちに歌わせなくてはならな
い曲も多いが、原曲のままでは初級者にとっては弾きこなすのが難しい曲
が多々ある。自分のレベルでは原曲が弾けないからといって歌わせること
を避けることは出来ない。
　勿論、最終目的は原曲を弾けるようにする事であり、その為の努力は疎
かにしてはいけない。だが、そこまで行く過程として、今の自分のレベル
に合った様に編曲する必要が出て来る。学生の内はピアノ担当の先生等が
色々と考えてくれると思うが、卒業したら自分で考えなくてはならない。
　編曲と言って身構える事はないが、弾き易く編曲する事によって原曲か
ら大きく離れてしまっては意味がない。あくまでも原曲に沿った編曲でな
ければならない。初心者向けに編曲されている楽譜はメロディーにコード
の音が和音で付いているだけで、前奏を省いている例が多いが、歌い出し
のきっかけとして前奏は必要である。
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　今回は幼稚園でも多く歌われ、原曲が難しいため弾きこなすのに苦労し
ている「雨ふりくまの子」と「一年生になったら」を例に挙げ、簡単にした
前奏を含めた初級者にも弾き易くする伴奏の編曲ポイントを述べていく。
編曲をするにあたって最低限必要な理論
その調の主要３和音と非和声音
　簡単にするには原曲で使われているコードをなるべくその調のⅠ・Ⅳ・
Ⅴに変える事である。その為にも、まずはその調の主要３和音Ⅰ・Ⅳ・Ⅴ
に含まれる音を理解しなければならない。
　多くのピアノ学習者が弾くバイエルや幼児曲の中で左手に用いられる多
くの和音や分散和音は、それぞれの調のⅠ・Ⅳ・Ⅴを弾いている事が分か
る。
「雨ふりくまの子」と同じ二長調の例
きらきら星
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「一年生になったら」と同じヘ長調の例
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和声音と非和声音
　すべての楽譜にコードが書いてあるわけではない。実際「雨ふりくまの
子」と「一年生になったら」の前奏にコードが書いていない。
　小節のコードを決める上で必要としない音、非和声音（和音から外れる
音）を知らなければならない。
　非和声音は幾つかあるが、多く使われる経過音と補助音を分かり易い様
にハ長調のⅠの和音ドミソを例にして説明する。
○が和声音、×が非和声音
経過音
和声音と和声音を音階的に結ぶ音。
補助音（刺繍音）
和声音の上下２度に取る音。
雨ふりくまの子の例
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雨ふりくまの子の編曲ポイント
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　初級者は音域が広く使われている曲や左右の手の位置が離れると、音の
準備で弾き出しが遅くなりテンポが乱れがちになってしまうので、なるべ
く音域や左右の範囲を狭くする。
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　出だしの左手に見られるのオクターブ以上離れて弾く所は手の位置を変
えなければならず不安定になるのでオクターブ以内に収める。
　４小節目の２オクターブ離れている右手は、フレーズのブレスを入れれ
ば十分間に合う１オクターブにする。
　５小節６小節の様に右手がオクターブ飛ぶ所は同じ音にし大事なリズム
音をカットしない。
　又、１オクターブ下げることで７小節目の音にスムーズに入れる。
　前奏の最後は歌い出しのブレス確保の為に間違えられないので、ハーモ
ニーの音を省きメロディーラインのみを確実に弾き、子ども達にブレスを
しっかり取らせる。
　タイで歌詞と伴奏のリズムが違ってが弾きづらい場合は歌詞のリズムに
合わせて弾く。
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　15小節目から17小節目の左手は、17小節目の和音にスラーで入る指使い
が難しくなるが、単音にすればスムーズに入れる。単音にしても右手で左
手の和音の省いている音を弾いているのでコードの音は成立する。
　又、右手の親指のタイがあるとメロディーを弾く指が乱れがちになるの
でカットする。
　間奏の最初は前奏と同じくオクターブ飛ばず歌の最後と同じ場所で弾
き、23小節目の様に１と５の指でオクターブを弾きその間に音を入れるの
は指を広げる為に力が入って弾きづらいので１と５の間を６度の形にす
る。
　Codaの部分は音の流れからオクターブ下で弾き始め最後は原曲と同じ
音で終わる。
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編曲した伴奏例
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一年生になったらの編曲ポイント
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　使用するコードを主要３和音だけにする。
　歌に入った５小節の３,４拍はDm（Ⅵ）、６小節の１,２拍はGm9（Ⅱ9）と
コードを変えているが、右手のメロディーの「レ」を補助音と考えると５
小節から６小節の２拍まではＦ（Ⅰ）のコード「ファ・ラ・ド」の音になる。
（７,8小節・9,10小節・15,16小節も同様。）
　12小節の「レ」はGm7（Ⅱ7）の「ソ・シ・レ・ファ」、13小節の「レ」
はDm（Ⅵ）「レ・ファ・ラ」としてコードを付けているが、B♭（Ⅳ）「シ・
レ・ファ」の「レ」と考え置き換える。
　そうすると全体を主要三和音のＦ（Ⅰ）・B♭（Ⅳ）・C（Ⅴ）・C7（Ⅴ7）だ
けの伴奏形に変える事が出来る。
　一年生になったらは前奏が難しい。
　１、２小節目は右手はオクターブ、左手は三つの音の和音から始まって
いる。これは初級者にとって音をしっかり掴むのが難しい。和音を多用し
ているが初級者は三つの音を片手で同時に弾くと音のバランスが悪くなる
ので、左右両手で三つの音を弾きそのコードの和音にする。
　又、４拍目の様に十六分音符の連続は難しいので、曲全体のリズムの特性
を活かして付点のリズムに変える。同じように３、４小節目も和音になっ
ているが右手は単音とし左手でコードにする。
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　歌に入る４拍目の16分音符は崩れ易いので、休符にして声で合図してブ
レスをさせる。
　４小節目の２拍目は、余裕があればV7の和音で必要な第３音「ミ」を入
れて弾くとコードとしてきちんと成立する。
あるいは
　又、テクニック的に問題がなくても、４小節２拍目の右手の和音は指の
広がりからとても掴みづらい。そこで、左手でも弾く「ド」の音を右手の
和音から省くと弾き易くなる。
　歌の部分に入ってからはコードの音を弾く伴奏になっているが、この形
は弾き歌いになると音程が取りづらくなるので、メロディーラインを覚え
るためにも、右手でメロディーを弾き左手でコードの音を弾く形にする。
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　11小節目からは原曲で伴奏形を変えているので、ここでは左手の形を逆
にして変化を持たせる。
　曲の最後は１番,２番の繰り返しと違い後奏を用いているが今までと同
じ形のままで終わる。
　マイナーコードを使用している曲であるが、曲の感じからⅠ・Ⅳ・Ⅴ・
Ⅴ７のみに変えて弾いても響き的に違和感はない。
編曲した伴奏例
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おわりに
　編曲を難しく感じ最初から諦めない様に、ある程度のポイントに絞って
例を述べた。
　今回は２曲共右手でメロディーを弾く様にして、前奏、間奏、左手を弾
き易く編曲してみた。このレベルなら初級者はもとより初心者でも十分弾
きこなせると思う。
　まずは、最初からあれもこれもと欲張らずその調のⅠ・Ⅳ・Ⅴをしっか
り覚え、メロディを確実に弾く様にする。
　複雑な和音をⅠ・Ⅳ・Ⅴに置き換えたり、ハーモニーの音を省くと響き
は多少単純になってしまうのは拭えないが、子ども達に色々な歌を楽しく
歌ってもらう為にも、保育士が自分の弾ける曲に限られる事なく数多くの
曲を習得して欲しい。
　子ども達に歌わせ様と弾き始めたら途中で止まる事は出来ない。無理し
て難しい原曲のままで弾き、弾くことに一生懸命になり子供たちの様子を
見る余裕がなければ保育士として失格になってしまう。その為にも、原曲
で弾きこなせない部分を今回の様に編曲を試みる必要がある。
　初めから大掛かりな編曲となると、これは大変だとやる気が薄れてしま
うので、まずは今回の様にポイントを絞って始めると良い。「編曲なんて無
理。」「編曲は難しくて出来ない。」と思わずチャレンジして欲しい。
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